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風土工学とは、 
風土とハーモニーし、 風土を活かし、地域を光らす

 個性豊な地域づくりのテクノロジー

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この冊子は大豆インキを使用しています



六感で地域を感じ感動する道づくり・地域づくり
『風土工学・シーニックバイウェイ』

風土工学による魅力ある道づくり・地域づくり
『地域の風土を科学する・風土工学』

「シーニックバイウェイ」
美しい景観づくり・活力ある地域づくり・

魅力ある観光空間づくり

「風土工学・シーニックバイウェイ」
地域風土を六感全てで感じ、感動する道づくり・地域づくり

「風土工学」
地域の魅力を掘り起こし、

良好風土の形成を図る地域づくり

「シーニックバイウェイ」
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魅力ある観光空間づくり

「風土工学・シーニックバイウェイ」
地域風土を六感全てで感じ、感動する道づくり・地域づくり

「風土工学」
地域の魅力を掘り起こし、

良好風土の形成を図る地域づくり

ただ通り過ぎる道でなく
ただ景色の良い道ではない
風土をつむぐ道づくり
六感全てで地域を感じ
感動する地域づくり

地元の意識、他地域の評価（市場性）を踏まえて
地域の魅力をつむぎ、六感に訴えかける方策創出

　街　道：中央と地域を結ぶ広い道
　廻　道：まわり道、小道、わき道
　海　道：海の道、海の見える道、潮騒の道
　槐　道：アカシア並木のロマンの道
　鮭　道：秋味を味わう食通の北の道
　蟹　道：カニの食道楽の道
　鱠　道：魚料理を堪能する道
　邂　道：思いがけないものと出会える道
　懐　道：なつかしいふるさとの原風景の道
　憩　道：こころやすらぐ憩いの道
　快　道：心うきうき愉快な道
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Byway
美しい景色の背景にはその地域固有の歴史文化
や暮らしが息づいています。

道は地域をつなぎ、風土をつないでいきます。
風土を感じとると道にも意味が生まれます。

地域風土を感じることで、
　　　　　 様々な意味が生まれる「かい道」

地場の産物の味わいを感じる

昔日の暮らしを感じる水音

人々の熱気とふれあいを感じる

道中の苦労に思いを馳せる

六感で地域を感じ感動させる仕掛けづくり地域は視覚だけでなく六感全てで感じるもの

Scenic景 色 まわり道

3.食や食文化を活かした方策

1.歴史文化を活かした方策 2.自然を活かした方策

3.食や食文化を活かした方策

1.歴史文化を活かした方策 2.自然を活かした方策

風土工学の調査手法
～住民の心情や感性を科学し、地域への誇りを醸成する風土工学～

① 風土資産の認知度・関心度調査

② 地域イメージ調査

風土資産の関心の地域差を分析する

認知しなくとも関心を示すものがある。

地元の価値観や誇り意識、
市場性の高い地域の魅力を分析する
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地元が抱くイメージ※矢印は連想関係を示す

他地域の抱くイメージ
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地元住民

地域イメージにより連想するものが異な
るため、風土資産の連想関係から抱いて
いる地域イメージを構造化する。

潜在的に地域に存在する資産を掘り起こし、
地域住民の誇りにつなげ、地域の活性化を図
っていくためには、Ⅰの領域拡大とⅡ、Ⅲ、Ⅳ
の領域をⅠに近づけていく事が必要となる。

認知度・関心度調査、地域イメージ調査の結果
を踏まえ、地域内外の視点で地域を見つめな
おす四窓分析。

（地域イメージ連想階層構造図）

（風土資産の認知度、関心度図）
地域風土を形成する風土資産
（風土資産体系）

地域の魅力を掘り起こす風土資産調査
（文献調査・現地調査・ヒアリング調査）

地元の意識、他地域の評価（市場性）を踏まえ、
地域の価値観を科学する
（1） 認知度・関心度調査　（認知・関心の相関図）
（2） 地域イメージ調査　　（連想階層構造図）
（3） ローカルアイデンティティ四窓分析

地元住民の協働と参画
地域の魅力への気付き、誇り意識の醸成を図り、
地域住民と一緒になって地域づくりを図る
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風土の宝・再発見・認識の共有
（風土絵地図・風土記の編纂）Step

33

地圏（山、岩石、地質など）  水圏（海、川、滝など）
気圏（気候、日照、風など）  生物圏 （動物、植物など）
生活産業圏（交通、地名、土地利用など）  歴史文化圏（文化財、祭礼、伝承など）

③ ローカルアイデンティティ四窓分析

（四窓分析の図）
地元の居住者
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Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

・和歌に詠まれた歴史ある景勝地の魅力を活かした
 「悠久の時を感じる景勝の道」
・宿場町の歴史を活かした 「宿場の歴史を偲ぶ道」　

・眠っていた魅力を掘り起こす化石発掘体験
 「太古の生き物を学ぶ道」
・自然の中での暮らしを学ぶ「自然との共生を学ぶ道」

・地元の自慢料理と日常料理を紹介する
 「地元でしか味わえない食の道」
・陶芸や茶会など食にまつわる文化を活かした
 「食文化を体験する道」

他地域の人々にはよく見
えているが地域内の人々
が気づいていない領域

地域内外の人々が良さを
分かっている領域

地域内外の人々に知られ
ていない未知の領域潜在
的な地域の個性の領域

地域の人々は良く分かっ
ているが他地域の人々が
知らない領域


